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特
色
あ
る
地
域
づ
く
り
活
動
を 

 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
指
定
管
理
へ 

  

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
は
平
成
３１

年

４
月
１
日
か
ら
指
定
管
理
者
で
あ
る
猿

沢
地
区
振
興
会
が
管
理
運
営
を
行
う
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。 

 
同
日
に
は
、
大
東
支
所
の
菅
原
正
幸

次
長
を
は
じ
め
、
猿
沢
地
区
振
興
会
の

役
員
や
地
区
民
ら
約
２０

人
が
見
守
る

中
開
所
式
が
行
わ
れ
、
新
た
な
ス
タ
ー

ト
を
切
り
ま
し
た
。 

 
 

 

年
度
始
め
に
あ
た
っ
て
の
挨
拶 

皆
様
も
ご
承
知
の
通
り
、
４
月
か
ら
指
定
管

理
に
移
行
し
、
振
興
会
が
市
民
セ
ン
タ
ー
を
は

じ
め
と
す
る
施
設
の
維
持
管
理
、
運
営
を
し
て

行
く
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

理
事
を
は
じ
め
執
行
部
一
丸
と
な
り
、
こ
の

指
定
管
理
受
託
が
猿
沢
地
域
の
振
興
に
つ
な

が
る
よ
う
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。 

 

出
張
所
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
大
東
町
内
の

各
協
働
体
の
総
意
と
し
て
、
出
張
所
機
能
の
存

続
を
市
に
要
望
し
て
い
る
所
で
す
が
、
引
き
続

き
市
と
話
し
合
い
を
進
め
て
参
り
ま
す
。 

 

新
元
号
も
発
表
さ
れ
、「
令
和
」
と
な
り
ま
し

た
。「
令
」
に
は
、
決
ま
り
、
掟
と
言
う
意
味
が

あ
り
、「
和
」
に
は
、
協
力
、
調
和
、
と
い
う
意

味
が
あ
り
ま
す
。 

 

形
と
し
て
見
え
な
い
人
と
し
て
の
「
暖
か

さ
」
や
、「
思
い
や
り
」、「
重
み
」、「
魅
力
」、

に
は
、
決
ま
り
や
掟
は
有
り
ま
せ
ん
が
猿
沢
地

域
が
協
力
、
調
和
し
、
地
域
「
愛
」
に
あ
ふ
れ

た
住
民
形
成
が
出
来
れ
ば
と
考
え
て
お
り
ま

す
。 結

び
に
、
本
年
度
も
猿
沢
地
域
の
皆
様
に
は

一
層
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上

げ
る
と
共
に
、
皆
様
に
と
っ
て
最
良
の
年
で
あ

り
ま
す
よ
う
、
ご
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
さ

せ
て
頂
き
ま
す
。 

猿
沢
地
区
振
興
会
会
長 

菊
地
昌
斉 

 

所
長
就
任
に
あ
た
っ
て 

 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長
を
拝
命
し
、
身
の
引
き

締
ま
る
思
い
と
と
も
に
責
任
の
重
大
さ
を
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。
他
の
職
員
と
力
を
合
わ
せ
、

皆
様
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
微
力
で
は
あ
り
ま
す
が

頑
張
っ
て
参
り
ま
す
の
で
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。 

 

ま
た
、
猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
の
運
営
や
事
業
展
開

に
つ
い
て
は
、
地
域
づ
く
り
や
生
涯
学
習
の
拠
点
施

設
と
し
て
の
役
割
を
基
本
と
し
「
継
続
」
を
第
一
と
し

な
が
ら
、
皆
様
か
ら
寄
せ
ら
れ
た
声
を
で
き
る
だ
け

反
映
す
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
の
で
、
皆
様

方
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
致
し
ま
す
。 

 
 

 
 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長 

菊
池 

覚 

職員紹介 

 

指
定
管
理
移
行
に
伴
い
、
市
民
セ
ン
タ
ー
職

員
は
猿
沢
地
区
振
興
会
職
員
が
兼
務
い
た
し
ま

す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

【
市
民
セ
ン
タ
ー
】 

・
所
長 

菊
池

き

く

ち 

覚
さ
と
る

（
兼
事
務
局
長
） 

・
次
長 

千
田

ち

だ

久
美
子

く

み

こ

（
兼
事
務
局
次
長
） 

・
主
事 

岩
渕

い
わ
ぶ
ち 

春 は
る

芳 か

（
兼
事
務
局
員
） 

・
主
事 

小
野
寺

お

の

で

ら

梨 り

香 か

（
兼
事
務
局
員
） 

【
市
民
セ
ン
タ
ー
兼
出
張
所
】 

（
猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
支
援
員
） 

・
菅
原

す
が
わ
ら 

安
彦

や
す
ひ
こ

（
大
東
支
所
地
域
振
興
課
所
属
） 

【
出
張
所
】 

（
窓
口
ス
タ
ッ
フ
） 

・
小
野
寺

お

の

で

ら

寿 ひ
さ

枝 え

（
大
東
支
所
市
民
課
所
属
） 

（
写
真
中
央
左
か
ら
）
菅
原
正
幸
大
東
支
所
次
長
、

菊
地
昌
斉
振
興
会
長
、
菊
池
覚
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長 
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出
会
い
と
別
れ
の
こ
の
季
節
、
恒
例
と
な
っ
て
お

り
ま
す
「
猿
沢
地
区
合
同
歓
送
迎
会
」
が
３
月
２６

日

（
火
）
猿
沢
伝
承
交
流
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

 
お
世
話
に
な
っ
た
方
々
へ
の
感
謝
の
気
持
ち
を
伝

え
る
会
と
な
り
ま
し
た
。 

【
異
動
者
の
紹
介
】 

🔷

退
職
者 

猿
沢
小
学
校 
校
長 

白
石 

拓
夫 

様 

猿
沢
診
療
所 

事
務
長 

千
葉 

充 

様 

猿
沢
診
療
所 

 

上
席
放
射
線
技
師 

阿
部 
邦
夫 

様 

🔷

転
出
者 

猿
沢
小
学
校 

講
師 

福
井 

菜
花 
様 

 
 

 
 

 
 

（
盛
岡
市
立
土
淵
小
学
校
へ
） 

猿
沢
保
育
園 

主
任
保
育
士 

小
原 

里
美 
様 

 
 

 
 

 
 

（
一
関
市
立
摺
沢
保
育
園
へ
） 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー 

所
長 

菊
地 

秀
男 

様 

 
 

 
 

 
 

（
都
市
整
備
課
へ
） 

🔷

転
入
者 

猿
沢
小
学
校 

校
長 

佐
々
木 

哲 

様 

 
 

 
 

 
 

（
雫
石
町
立
雫
石
小
学
校
よ
り
） 

猿
沢
診
療
所 

事
務
長 

小
野
寺 

勝
則 

様 

 
 

 
 

 
 

（
農
林
整
備
課
よ
り
） 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
所
長 

兼
猿
沢
地
区
振
興
会
事
務
局
長 

菊
池 

覚 

様 

 
 

 
 

 
 

（
大
東
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
よ
り
） 

 
 

お
済
み
で
す
か
？ 

猿
沢
地
区
振
興
会
で
は
、
老

人
ク
ラ
ブ
活
動
費
補
助
金
精
算

書
・
申
請
書
の
作
成
の
お
手
伝

い
を
し
て
い
ま
す
。 

 

申
請
書
提
出
の
締
め
切
り
が

４
月
１９

日
（
金
）
と
な
っ
て
お

り
ま
し
た
の
で
お
忘
れ
の
な
い

よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま

す
。 

【
お
問
い
合
わ
せ
】 

猿
沢
地
区
振
興
会 

（
電
話 

４
８-

３
３
６
６
） 

 

楽
し
く
歩
い
て
健
康
増
進 

『ウ
ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
』 

 

 

市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
例
年
好
評
の
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
教
室
を
今
年
度
も
開
催
し
ま

す
。
４
月
～
１０

月
の
毎
月
最
終
水
曜
日
午

前
９
時
か
ら
行
い
ま
す
。 

 

４
月
は
猿
沢
地
区
内
を
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

し
ま
す
。
事
前
の
参
加
申
し
込
み
は
不
要

で
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

☆
日
時
・
４
月
２４

日
（
水
） 

 
 

 
 

９
時
～
１１

時 

☆
集
合
場
所
・
市
民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場 

※
歩
き
や
す
い
服
装
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。 

水
分
補
給
用
の
飲
料
水
は
各
自
で
ご
準
備

く
だ
さ
い
。 

 
参加者 

募 集 

 

放
課
後
子
ど
も
教
室 

＝ 

指
導
員
募
集 

＝ 

 
 

猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
で
は
、
猿
沢

の
子
ど
も
達
を
一
緒
に
見
守
っ
て

く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま
す
！ 

【
放
課
後
子
ど
も
教
室
】
と
は
、
地

域
の
方
の
見
守
り
を
受
け
、
子
ど
も

達
を
育
む
環
境
を
充
実
さ
せ
、
子
ど

も
達
が
安
全
に
活
動
で
き
る
場
所

を
確
保
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。 

次
の
と
お
り
募
集
し
ま
す
。 

 
 

◎
募
集
人
員 

１０
名
程
度 

 
 

 

 

◎
活
動
期
間 

 

平
成
３１
年
５
月
中
旬
～ 

 
 

 
 

令
和
２
年
２
月
中
旬 

◎
活
動
時
間 

 

平
日
の
放
課
後
１５
時
～
１７
時 

◎
主
な
活
動
場
所 

 

猿
沢
伝
承
交
流
館 

◎
謝
金 

 

１
時
間
あ
た
り
８
０
０
円 

◎
勤
務
体
制 

 

都
合
の
良
い
曜
日
で
シ
フ
ト

を
割
振
り
ま
す 

◎
募
集
締
め
切
り
日 

 

４
月
２２
日
（
月
） 

ウォーキング教室・放課後子ども教室のお問い合わせ先 

猿沢市民センター （電話 76-2220）まで 

 

今
年
の
ゴ
ー
ル
デ
ン
ウ
ィ
ー
ク
は
、
５
月
１
日

（
水
）
が
新
天
皇
即
位
に
伴
う
祝
日
と
な
る
た
め
、

暦
で
は
１０

連
休
と
な
り
、
市
民
セ
ン
タ
ー
も
利
用

が
な
い
場
合
は
閉
館
と
な
り
ま
す
。 

 

通
常
、
市
民
セ
ン
タ
ー
所
管
施
設
の
予
約
申
し

込
み
は
、
利
用
日
の
３
日
前
申
請
と
な
っ
て
お
り

ま
す
が
、
す
で
に
Ｇ
Ｗ
中
の
利
用
が
確
定
し
て
い

る
場
合
に
は
、
４
月
２６

日
（
金
）
午
後
５
時
ま
で

に
猿
沢
市
民
セ
ン
タ
ー
ま
で
申
請
書
を
提
出
い
た

だ
く
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

な
お
、
急
き
ょ
Ｇ
Ｗ
中
に
利
用
が
必
要
に
な
っ

た
場
合
に
は
、
左
記
連
絡
先
（
菊
池
又
は
千
田
）

ま
で
連
絡
を
お
願
い
し
ま
す
。 

◎
Ｇ
Ｗ
期
間
中 

４
月
２７

日
（
土
）
～
５
月
６
日
（
月
） 

◎
対
象
施
設 

・
大
東
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー
・
猿
沢
伝
承
交
流
館 

・
猿
沢
体
育
館 

※
休
日
連
絡
先 

菊
池 

覚
（
所
長
） 

０
９
０-

６
２
２
６-

３
０
８
２ 

千
田
久
美
子
（
次
長
）
０
９
０-

１
４
９
０-

６
７
９
７ 

 
 

 
 

◎
ご
不
便
を
お
か
け
い
た
し
ま
す
が
、
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

＝ＧＷ期間の施設予約について＝ 


